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３
月
号
で
は
、
平
成
　
年
　
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２４

１０

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
足
尾
銅
山
産
業
遺
産
の
国
史
跡
の
追
加
指
定
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
史
跡
足
尾
銅
山
跡

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
た
め
に
は
、

国
指
定
史
跡
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
国
史
跡
は
、
遺
跡
の
う
ち

歴
史
上
、
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
に
つ

い
て
、
国
が
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
指

定
す
る
も
の
で
、
現
在
、
市
内
で
は
「
日

光
杉
並
木
街
道
」
が
国
特
別
史
跡
に
、

「
日
光
山
内
」
と
「
足
尾
銅
山
跡
通
洞
坑
、

宇
都
野
火
薬
庫
跡
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
足
尾
銅
山
跡
に
は
多
く
の
産
業
遺
産
が

遺
存
し
て
い
ま
す
が
、
通
洞
坑
は
足
尾
銅

山
の
主
要
坑
口
の
一
つ
で
、
宇
都
野
火
薬

庫
跡
は
鉱
石
採
掘
に
用
い
た
火
薬
類
を
保

管
し
た
施
設
で
す
。
平
成
　
年
３
月
に
こ

２０

の
２
カ
所
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
市
は
、
足
尾
銅
山
の
中
心
地
で

あ
っ
た
本
山
地
区
の
産
業
遺
産
４
カ
所
を

国
史
跡
に
追
加
指
定
す
る
よ
う
、
国
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
国
が
文
化
審
議

会
に
諮
問
し
、
指
定
す
る
こ
と
が
適
当
と

の
答
申
が
さ
れ
れ
ば
、
平
成
　
年
３
月
ま

２６

で
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

興
本
山
坑

　
明
治
　（
１
８
８
３
）年
に
江
戸
時
代
か

１６

く
わ
し
く
は
　
文
化
財
課
　世
界
遺
産
登
録
推
進
室
　
緯（
　
）１
８
６
１

３０

本山坑

間
藤

本山製錬所跡
本山鉱山神社跡

本山動力所跡

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道

足尾町本山地区
国史跡追加指定予定位置図

本山製錬所本山製錬所跡跡

２０１３年１０月号７

応
用
し
た
脱
硫
技
術（
煙
害
の
原
因
物
質

の
亜
硫
酸
ガ
ス
を
取
り
除
く
）を
世
界
で

初
め
て
実
用
化
し
、
煙
害
防
止
が
達
成
さ

で
、
明
治
　
（
１
８
８
９
）年
に
、
足
尾
銅

２２

山
の
坑
長（
古
河
鉱
業
所
長
）を
は
じ
め
、

本
山
で
働
く
従
業
員
一
同
の
寄
進
に
よ
り

造
営
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
社
を
中
心
に
、

銅
山
の
繁
栄
を
願
っ
て
 山
神
祭
 が
行
な
わ

さ
ん
じ
ん
さ
い

れ
ま
し
が
、
閉
山
に
伴
い
、
御
神
体
は
通

洞
鉱
山
神
社
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
本
殿
や
拝
殿
、
鳥
居
な
ど
が

遺
存
し
、
見
学
は
自
由
に
で
き
ま
す
が
、

参
道
の
一
部
が
崩
れ
て
い
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

角
産
業
遺
産
見
学
会

　
今
年
度
１
回
目
の
見
学
会
を
、
古
河
機

械
金
属
株
式
会
社
と
市
の
共
催
で
、
６
月

れ
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
、
世
界
各
国
の

製
錬
所
に
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
山
製
錬
所
は
、
足
尾
銅
山
の
閉
山
後

も
銅
鉱
石
を
海
外
か
ら
運
ん
で
製
錬
を
続

け
ま
し
た
が
、
昭
和
　（
１
９
８
８
）年
に

６３

事
実
上
の
操
業
を
停
止
し
ま
し
た
。
跡
地

に
は
、
大
煙
突
や
自
熔
炉
の
フ
レ
ー
ム
、

計
器
室
、
硫
酸
貯
蔵
タ
ン
ク
な
ど
が
遺
存

し
て
い
ま
す
。
施
設
内
へ
の
立
ち
入
り
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
川
の
対
岸
か
ら
全
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
本
山
鉱
山
神
社
跡

　
足
尾
地
域
に
現
存
す
る
最
古
の
 山
神
社
 

さ
ん
じ
ん
し
ゃ

ら
あ
っ
た
坑
道
を
再
開
発
し
た
も
の
で
、

昭
和
　（
１
９
７
３
）
年
の
閉
山
ま
で
、
こ

４８

の
坑
道
を
基
準
に
採
鉱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坑
口
前
に
は
貯
鉱
施
設
な
ど
が
遺
存
し
て

い
ま
す
。
安
全
管
理
上
、
本
山
坑
口
は
非

公
開
で
す
が
、
道
路
上
か
ら
貯
鉱
施
設
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
本
山
動
力
所
跡

　
動
力
所
で
は
、
採
鉱
で
使
用
す
る
さ
く

岩
機
の
動
力
源
で
あ
る
圧
縮
空
気
を
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
で
作
っ
て
坑
内
に
送
っ
て
い

ま
し
た
。
大
正
初
期
に
建
築
さ
れ
た
洋
風

木
造
平
屋
建
て
で
、
外
観
は
道
路
上
か
ら

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
本
山
製
錬
所
跡

　
明
治
　（
１
８
８
５
）年
に
、
現
在
の
場

１８

所
に
製
錬
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
製
錬
と
は
、
鉱
石
を
選
鉱
し
た
後
、
高

温
で
溶
解
し
て
化
学
的
に
金
属
を
取
り
出

す
作
業
の
こ
と
で
す
。
本
山
製
錬
所
で
は
、

産
銅
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
当
時

の
最
新
技
術
を
導
入
し
て
生
産
を
伸
ば
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
煙
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
煙
害
防
止
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
根
絶
に
は

長
い
年
月
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
昭
和
　３１

（
１
９
５
６
）年
に
、
 自
熔
製
錬
法
 な
ど
を

じ
よ
う
せ
い
れ
ん
ほ
う

　
日（
火
）に
開
催
し
ま
し
た
。
　
名
の
参

１８

３０

加
者
は
、
古
河
掛
水
倶
楽
部
・
重
役
役
宅

と
通
洞
選
鉱
所
を
見
学
し
、
古
河
機
械
金

属
株
式
会
社
足
尾
事
業
所
の
説
明
を
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

角
見
学
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
月
　
日（
金
）に
今
年
度
２
回
目
の
足

１０

１８

尾
銅
山
の
産
業
遺
産
見
学
会
を
、
　
日
２６

（
土
）に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
聞
折
込
み
に
よ
る

チ
ラ
シ
ま
た
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
足

尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

（h
ttp
://w
w
w
.n
ik
k
o
-a
sh
io
.jp
/

）」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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